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生死のギリギリを 
日々にさまよいながら 
かぎりないやさしさで 
人々の心持を描き出し 
若くして逝った楠勝平 
ここには、 素直に 涙で きる 
まんとぅ のやさしさがある 
時代を超ぇて胸をぅつ 
人間の心が生きている 
m 联良の漫画の部分がぁる 


鑛平•著 S 

おせん# 

A5 判上製•定価1200円 (I 丁 200 円) 





やまだ紫 




















わたしはね 
子を産むとき 
「母親のわたし」 
一緒に産んだよ 


わたし 
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子を育てつ 
「母親のわたし」 
育てるよ 
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空気が急に 

しんとして 


胸の内も 

しんとして 
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